
興再域地治自
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日量議諾諸法を活用した
また事業の第2弾として、市内に

ある本田技研工業の協力により、市

役所ロビーに同社製の旧型のバイク

を無償で借り受けて展示している。

展示に際しては、事故等を未然に防

ぐための工夫として、アクリルパー

テーシヨンを設置した。このアクリ

ルパーテーションの設置にあたって

は、市内事業者のCSR（企業の社

会的責任）を目的に、その知識や技

術力又は資金を提供する新たなネー

ミングライツの試みとして市と市内

事業者と協働で実施した。パーテー

ションは、趣旨に賛同した市内事業

者5社から無償で提供された。

●和光市政策課企画調整担当

′048、464浩1111

埼玉県和光市（7万9400人）で

は、ネーミングライツ基本方針を策

定し、これまでに2事業を実施して

いる。

第1弾の事業となる「和光市駅前
トイレ診断士の厨堂（かわやどう）」

では、ネーミングライツの手法によ

り和光市駅南口公衆便所をリニュー

アルしてオープンした。この事業

は、現金での資金提供を受けるので

はなく、その代わりにネーミングラ

イツパートナーに、無償でトイレの

改修を施してもらい、さらには衛生

管理や巡回パトロールなども実施す

る、役務の提供という形による新た

なネーミングライツの手法を活用し

ている。
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芋
生
支
援
情
報
な
ど
を
網
羅

静
岡
県
（
3
8
0
万
3
5
0
0

人
）
は
、
認
知
症
高
齢
者
の
緋
個

な
ど
に
よ
り
身
元
不
明
の
ま
ま
施

設
に
入
所
し
て
い
る
人
の
身
元
の

判
明
に
向
け
て
、
情
報
の
共
有
や

公
開
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
た
。

同
県
は
、
1
4
年
5
月
に
身
元
不

明
者
の
状
況
調
査
を
行
い
、
本
人

の
状
況
や
顔
写
真
な
ど
を
本
人
の

承
諾
を
受
け
た
上
で
全
国
に
先
駆

け
て
県
H
P
で
公
開
し
た
。
そ
の

後
、
情
報
の
共
有
や
公
開
に
関
す

る
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
市
町
や
県

警
と
と
も
に
検
討
し
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
警
察
と

の
緊
密
な
情
報
共
有
と
連
携
に
つ

い
て
や
県
H
P
へ
の
身
元
不
明
者

情
報
の
公
開
に
関
す
る
ル
ー
ル
が

記
載
さ
れ
、
連
絡
窓
口
と
し
て
県
、

市
町
、
警
察
署
の
連
絡
先
の
岩
見

を
記
載
し
た
。

●
静
岡
県
長
寿
政
策
課
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人
口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
方
針
案
と

稔
合
戦
略
骨
子
轟
を
策
定

山
口
県
（
1
4
4
万
3
1
0
0

人
）
は
、
国
の
地
方
創
生
の
取
組

み
と
呼
応
し
て
策
定
さ
れ
る
「
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
方
針
案
と

「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
　
の
骨
子

案
を
取
り
ま
と
め
た
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
方
針
案

は
、
人
口
の
現
状
分
析
、
人
口
の

変
化
が
同
県
の
将
来
に
及
ぼ
す
影

響
の
分
析
・
考
察
、
人
口
の
将
来

展
望
な
ど
、
県
民
と
人
口
問
題
に

つ
い
て
の
認
識
を
共
有
し
、
今
後

目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
と
人
口

の
将
来
展
望
を
提
示
す
る
こ
と
を

策
定
の
趣
旨
と
し
た
。

総
合
戦
略
の
骨
子
案
で
は
、

「
『
社
会
減
の
流
れ
』
を
断
ち
切
る
」

「
『
少
子
化
の
流
れ
』
を
変
え
る
」

「
『
住
み
よ
い
地
域
社
会
』
を
創
る
」

と
い
う
基
本
的
視
点
か
ら
、
産
業

振
興
に
よ
る
雇
用
の
創
出
、
人
材

の
定
着
・
還
流
・
移
住
の
推
進
、

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
環
境
の
整

備
、
持
続
可
能
で
元
気
な
地
域
社

会
の
形
成
の
四
つ
の
政
策
目
標
を

設
定
し
、
具
体
的
な
取
組
み
を
進

め
て
い
く
と
し
た
。

●
山
口
県
政
策
企
画
課
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文
化
振
興
条
例
を
制
定

石
川
県
（
1
1
6
万
3
4
0
0

人
）
は
、
「
い
し
か
わ
文
化
振
興

条
例
」
を
制
定
し
た
。
文
化
の
振

興
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、

県
・
市
町
の
責
務
、
県
民
・
文
化

団
体
等
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、

文
化
振
興
施
策
の
基
本
事
項
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
施
策
の
総
合

的
な
推
進
を
図
る
の
が
目
的
。

「
石
川
の
優
れ
た
文
化
の
継
承
・

発
展
」
「
文
化
に
親
し
む
環
境
づ

く
り
」
「
文
化
に
よ
る
地
域
づ
く

り
」
「
文
化
の
交
流
・
発
信
」
「
文

化
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
」
を

文
化
振
興
施
策
の
柱
と
定
め
、
1
0

月
第
3
日
曜
日
を
「
い
し
か
わ
文

化
の
日
」
、
そ
の
日
か
ら
1
1
月
3

日
ま
で
を
「
い
し
か
わ
文
化
推
進

期
間
」
と
し
た
。

●
石
川
県
文
化
振
興
課
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オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ア
プ
リ
を

開
発
し
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
布

福
島
県
浪
江
町
（
1
万
9
4
0

0
人
）
は
、
原
発
事
故
に
ょ
っ
て

全
国
に
分
散
避
難
す
る
町
民
同
士

の
絆
を
維
持
し
、
町
か
ら
の
情
報

発
信
を
強
化
し
て
生
活
再
建
に
役

立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ア
プ
リ
を
搭
載
し

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
希
望
世
帯

に
配
布
し
た
。

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
も
と
に
開
発

さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ア
プ
リ

「
な
み
え
新
聞
」
は
毎
日
、
夕
方

に
配
信
さ
れ
、
浪
江
町
か
ら
の
お

知
ら
せ
、
福
島
民
報
の
W
E
B
記

事
（
お
く
や
み
情
報
）
、
福
島
テ

レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
動
画
、
町
民
か

ら
の
投
稿
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
復

興
支
援
員
の
ブ
ロ
グ
な
ど
の
情
報

を
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
二
覧
で
見
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
町
民

自
身
が
写
真
を
投
稿
す
る
こ
と

で
、
遠
く
離
れ
た
町
民
同
士
が
近

況
を
報
告
し
合
え
る
よ
う
に
し
、

初
心
者
が
簡
単
に
操
作
を
覚
え
ら

れ
る
「
な
み
え
タ
ブ
レ
ッ
ト
道

場
」
も
っ
け
ら
れ
て
い
る
。

●
浪
江
町
復
興
推
進
課
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